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コロナに負けるな！
「てるみん・ふ～みん」も参加した
　　　　元気な　池田小学校　運動会



●6月定例会の概要
6月定例会は6月8日から18日まで開かれ、承認7件、議案5件を
審議し、一般会計補正予算修正議案を除く4件を原案どおり可決
しました。

令和3年度　一般会計補正予算

主な目玉事業主な目玉事業

国の新型コロナ感染症対応　地方創生臨時交付金を用い
コロナ感染防止と町民生活支援　（水道料金軽減）を進める補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，528 万円を可決
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移住 PR 事業
55万円

移住定住
推進事業
1,330万円

子育て世帯
生活支援

特別給付金事業
925万円

abn長野朝日放送の「ふる
さとCM大賞NAGANO」で
最優秀賞に輝いた「池田町
移住CM」を都会※で動画配信
（TVer等）し、移住者を呼び
込む。
※首都圏、関西圏

［財源］
国交付金　55万円

3 月定例会で財政再建のため移住関係補助金を大幅に削減したことにともなう経過
措置を設定
○住宅の新築・中古購入に係わる補助
①令和2年度までに登記完了・交付申請が令和3年度（10件見込）… …1,050万円
②経過措置分：令和2年度までに契約締結・交付申請が令和3年度（10件見込）
	 ………………………………………………………………………………………150万円
○空き家バンク物件に係わる補助
①経過措置分：令和 2 年度までにバンクに登録し、令和 3 年 12 月までに解体改修

等の事業が完了（13件見込）… ………………………………………………130万円 

［財源］
一般財源　1,330万円 （財政調整基金を取り崩さずに対応）

コロナで暮らしが厳しくなっている子育て世帯児童
1 人当たり5 万円を支給する。
※令和3年度新生児も対象

〈対象〉
○児童手当・特別児童扶養手当を支給されている人で、

住民税均等割が非課税である人（申請不要）
○18歳未満（障がい者20歳未満）の児童で住民税非

課税者と同等の人及び新型コロナの影響で家計が急
変し、上記と同様の事情と認められる人（申請が必要）

［財源］
県補助金　925万円
○問い合わせ先　　健康福祉課福祉係　☎ 61-5000
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水道料金
軽減事業
2,900万円

ハーブセンター
トイレの

感染防止対策事業
1,800万円

感染防止配慮型
レジシステム

導入事業
70万円

防災活動
支援事業
462万円

コロナによる収入減に対して生活を支援するため、
水道料金の基本料金4か月分を減免する。
一般家庭減免額（使用水量10㎥以下）：6,880円

［財源］
国交付金　2,900万円

利用者の多いハーブセンタートイレを
自動水栓化・洋式化などに改修し、コロナ
感染防止とともに衛生面の向上を図る。

［財源］
国交付金　1,800万円

美術館の会計レジが故障している（写真）。
支払い作業においてコロナ感染防止を図
るため、キャッシュレスの新たなレジシス
テムを導入する。

［財源］
国交付金　70万円

災害時の避難所における電源確保を図
るため、ソーラーパネル式蓄電池セットを
10台購入する。

［財源］
国交付金　462万円



予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　
　聞きたい 予 算 審 査 質疑
　一般会計補正予算議案では国の新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金関係の予算などを中心
に質疑しました。抜粋して審議内容をお知らせします。なお、一般会計補正予算議案は賛成多数、
簡易水道事業特別会計補正予算議案は全議員の賛成で可決しました。

施
設
へ
の
転
用
も
可
能
で

あ
る
。

●
移
住
P
R
事
業
に
つ
い
て

問
　
1
ヶ
月
間
の
町
移
住
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映
回
数
は
。

答
　
首
都
圏
と
関
西
圏
で
4

〜
6
万
回
の
放
映
を
予
定
し

て
い
る
。

問
　
放
映
回
数
の
検
証
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
。

答
　
報
告
書
に
放
映
回
数
や

視
聴
者
の
年
代
デ
ー
タ
な
ど

を
記
載
し
て
も
ら
う
よ
う
話

を
し
て
い
る
。

◎
そ
の
他

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

事
業
（
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー

※

向
上
）
※ 

活
用
能
力

問
　
協
力
隊
員
の
具
体
的
な

活
動
計
画
を
町
民
に
知
ら
せ

て
欲
し
い
。

答
　
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

I
T
に
つ
い
て
町
民
へ
の
定

期
的
・
長
期
的
な
支
援
を
考

え
て
い
る
。

国
の
コ
ロ
ナ
交
付
金
関
係
予

算
の
審
議
に
つ
い
て

●
水
道
料
金
軽
減
事
業

問
　
水
道
料
基
本
料
金
の
軽

減
期
間
は
。

答
　
8
月
〜
11
月
ま
で
の
4

か
月
間
で
あ
る
。

問
　
地
下
水
利
用
者
へ
の
対

応
は
。

答
　
今
回
の
減
免
対
象
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
。

●
防
災
活
動
支
援
事
業

問
　
全
て
の
避
難
所
で
、
10

台
の
蓄
電
池
で
足
り
る
の
か
。

答
　
必
要
台
数
は
避
難
所
の

開
設
状
況
に
よ
り
異
な
る
。

昼
間
は
ガ
ソ
リ
ン
発
電
機
、

夜
間
は
音
が
静
か
な
蓄
電
池

の
併
用
と
な
る
。

●
美
術
館
の
感
染
防
止
型
レ

ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

問
　
美
術
館
の
将
来
が
不
明

確
な
な
か
で
の
多
額
な
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
導
入
は
問
題
で
は
。

答
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
レ
ジ

ス
テ
ム
導
入
事
業
に
よ
り
コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
と
な
る
。

ま
た
、
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の
他

●
教
育
委
員
会
の
測
量
調
査

設
計
監
督
委
託
料

　
　

20
万
1
千
円
　（
財
源
：
一
般

財
源
）

問
　
委
託
料
の
目
的
は
何
か
。

答
　
現
在
、
検
討
中
の
会
染

保
育
園
の
今
後
に
つ
い
て
教

育
大
綱
普
及
推
進
研
究
部

会
に
お
け
る
議
論
の
参
考
資

料
（
建
設
移
転
費
用
の
試
算
）

と
す
る
た
め
。

問
　
保
育
園
の
建
設
場
所
ま

で
研
究
部
会
に
答
申
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

答
　
な
る
べ
く
答
申
に
盛
り

込
み
た
い
。

●
農
業
振
興
費
　
強
い
農
業
・

担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
助
成
金
に
つ
い
て

4
4
3
万
円
（
財
源
：
県
交

付
金
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
米
の
乾
燥
調
整
施
設
の

機
械
一
式
整
備
、
ブ
ド
ウ
棚

1
．
7
ha
の
整
備
及
び
園
芸

ハ
ウ
ス
1
棟
建
設
（
新
規

就
農
者
の
園
芸
・
野
菜
等
の

栽
培
に
利
用
）
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

表　国の新型コロナ感染症対応臨時交付金（1億 108.7 万円）の実施計画（予定）
※ 7月8日議会協議会で専決処分決定

単位:万円

事業名 額 事業内容

公共施設の自動水栓化事業 1,746 学校・役場等の自動水栓化

中小企業継続支援給付金（第1次） 160 町内事業者・農業者への支
援

.. 中小企業継続支援給付金（第2次） 1,340 同上、8月以降募集

学校教室消毒支援事業 319 学校の清掃・消毒業務委託

移住PR事業 55

美術館レジシステム導入事業 70

ハーブセンタートイレ改修 1,800

インフルエンザワクチン接種事業　 900 国交付金へ財源振替

水道料金軽減事業 2,900

防災活動支援事業 462 避難所用の蓄電池購入

※ 学校等コロナ感染防止対策 115 コロナ感染防止用器材

※ GIGAスクール支援事業 401 電源アダプター、サポート
費用

※ 学生応援臨時給付金 250 大学生等に1人1万円給付

※ 災害時備蓄衛生用品 72 避難所用のオムツ・生理用
品備蓄

合　　　計 10,590

財
源

臨時交付金（3年度交付限度額） 10,109

一般財源 481 実費により減少する
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本 会 議 質 疑・ 討 論
本
会
議
質
疑
・
討
論 （本会議質疑）

問　令和2年度一般会計予算で新型コロナの影響で削減できた予算額はどの程度か。
答　中止となった大会・イベント、会議、出張、光熱水費など4,053万 7千円である。

　最終日の本会議において、4 人の議員から一般会計補正予算案についての修正予算案が
堤出された。修正予算案は賛成少数で否決され、補正予算案は賛成多数で可決された。

【一般会計補正予算に対する修正動議（修正予算案）の内容】
予算原案から美術館のレジシステム導入予算（70万4千円）の70万円を削除し、
4千円を予備費に移す。

一般会計補正予算案の修正について

一般会計補正予算案について

薄井孝彦議員

○美術館の方向性は今年度出すことになってい
る。未だ方向性が出ないなかで多額なレジシ
ステム導入事は町民の理解が得られない。

○国のコロナ交付金はコロナ対応であれば、自
治体の考えで使うことができる。しかし、コ
ロナで多くの町民の暮らしが苦しくなってい
る今、交付金は町民の生活支援を中心に使う
べきである。

○レジシステム導入事業は交付金を使わず別予
算（一般財源）で実施すべきである。

矢口　稔議員

○当初、町からクラフトパークとハーブセンターの
二つのトイレを改修する案が出された。しかし、
協議の中で議会は生活支援の交付金活用を求め
た。結果として、クラフトパークのトイレ改修は
先送りとなり、町民生活に直結する水道料金の基
本料4か月分減免が盛り込まれた。

○美術館のレジシステム導入事業、移住 PR 事業も
大切な事業である。

○事業を行う際は、見積りの精査と事業の検証を
しっかりと行い、議会に報告して欲しい。

矢口　稔議員

○公共施設のコロナ感染防止対策は自治体の
責務である。非接触型のレジシステムを導
入することにより感染防止が図られる。

○町財政は非常時である。70万円とはいえ、
一般財源を持ち出すことは避けるべきで
ある。

○レジシステム導入予算に国のコロナ交付金
を使うことに問題はない。

○交付金事業の残額は再度の議員協議会で生
活支援の活用も提案できると考える。

服部久子議員

○今回のコロナ交付金は町民の生活を
直接支援する事業に使うべきである。

○美術館のレジシステム導入事業や、
移住 PR 事業、ハーブセンタートイ
レの改修事業の合計額 1,925 万円
は、今回の交付金の使用として適切
ではない。特にハーブセンタートイ
レ改修は、前からの懸案事項であり、
他の財源から支出すべきである。

反対です

反対です

賛成です

賛成です
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6月定例会
主な議案の説明と
審査結果

○・・・賛成　●…反対

区
　
分

件　　　　　名

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

横
澤
は
ま

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

承
　
　
　
　
認

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和 2 年度一般会計補正予算（第 11 号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和2 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和 2 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3
号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和2 年度簡易水道事業特別会計補正予算（第 3号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和 3 年度一般会計補正予算（第 1 号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
　
　
　
　
案

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
の制定について（押印義務を廃止） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

特別職の職員等の給与に関する条例及び池田町執行
機関の附属機関設置等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について（いじめ問題調査委員会委員
を非常勤特別職とする）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和 3 年度一般会計補正予算（第 2 号）について
（修正案） 否決 ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● －

令和 3 年度一般会計補正予算（第 2 号）について
（原案） 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ －

令和 3 年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

一口メモ 表決（可決・否決・同意など）…議会の意思決定（個々の議員が参加し、議題などに対して賛成、反対の意思
表示する）

審
査
結
果
一
覧

〈表紙〉6 月 5日　池田小学校運動会
初夏らしい晴天に恵まれ、「てるみん・ふーみん」の応援もあり絶好の運動会日和となりました。
新型コロナウイルス感染症対策をしっかり行い、紅組・白組、みんなで頑張りました。
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6月定例会
主な議案の説明と
審査結 果

一般質問は、議員の日常
活動と調査・研究、町民
の声や自身の考え方をも
とに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政をただす!９議員が町政をただす!９議員が町政をただす!

《傍聴者の声》
　一般質問は町政にとって大変重要

です、議長を含め全議員が実施してほしい
と感じました。また、傍聴者は2日とも5～6
名と少ないのも気になります。議会側から傍
聴者を増やす手だての努力もしてほしいと
思います。また、町側の回答で重複するこ
とが度々あり、議長から「整理して回
答するように」と注意があり

ました。

質問者 質問事項

中山 　眞 議員
・大型事業と公共施設個別施設計画について
・格差を生じさせない「GIGA スクール構想」を

大厩 美秋 議員
・GIGA スクール構想の経過状況と今後について 
・新型コロナワクチン接種の現況と今後について
・町職員による提案活動についての提案

大出 美晴 議員
・町有財産について
・町施設のこれからの展望について
・指定管理者制度と地域おこし協力隊について 

横澤 はま 議員
・財政の健全化に向けた、豊かで安心して暮らせる幸せな町づくり
・新型コロナウイルス感染拡大防止対策
・持続可能な社会を目指す環境について 

矢口   稔 議員
・来年度予算の早期編成と、町長の予算に対する考え方の公表について
・各種計画と国からの緊急的な補助金の考え方は
・役場敷地内の旧教育会館を子どもたちの空間に 

薄井 孝彦 議員
・災害時の避難対策及び水田の貯水機能を利用した水害防止対策について
・ハーブガーデン、ガラス温室などの将来ビジョン及び管理について
・池田工業高校を含む高校再編について

服部 久子 議員

・会染保育園はどうなるのか
・コロナ対策交付金は生活支援に活用を
・コロナ禍ですべての国保短期被保険者に保険証の交付を
・日本アルプス国際学院に対する町の姿勢を問う

倉科 栄司 議員
・市町村界の標識の町章について
・町道の交差点における交通安全対策について
・コロナ禍を起因とする児童虐待問題と対策について

松野 亮子 議員
・町の有機農業推進策の進め方について
・町の施設の敷地内での除草剤使用について
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一
般
質
問

問
町
所
有
の
不
動
産
の
活
か
し
方
、
処
分
の

仕
方
は
。

答
公
共
利
用
が
見
込
め
な
い
町
有
不
動
産
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
積
極
的
に

売
却
を
進
め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
2

年
度
で
は
、
8
件
で
4
千
3
5
8
万
円
の
売
却

額
で
あ
る
。
現
在
進
行
中
の
案
件
も
着
実
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
施
設
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

問
駐
車
場
や
公
園
の
考
え
方
は
。

答
総
合
体
育
館
の
駐
車
場
は
大
会
等
の
大
型

バ
ス
駐
車
場
と
し
て
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

や
学
校
行
事
等
の
駐
車
に
利
用
し
て
い
る
。
町
営

ま
ち
な
か
駐
車
場
は
、
曜
日
を
問
わ
ず
利
用
頻
度

が
非
常
に
高
い
。
か
え
で
広
場
に
つ
い
て
は
、
複

合
遊
具
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
育
体

験
学
習
と
し
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
を

計
画
し
て
い
る
。
　

問
観
光
施
設
の
活
か
し
方
は
。

答
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
方
向
性
は
な
い
が
、
観

光
事
業
は
民
間
の
事
業
体
が
主
軸
と
な
り
、

運
営
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
3
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
今
後
、
端
末
に
よ
る
学
習
比

率
が
上
が
る
。
児
童
生
徒
が
一
斉
に
使
用
し
て
も

対
応
で
き
る
性
能
で
あ
る
か
。

答
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
契
約
の
見
直
し
に
よ
り
、

通
信
量
が
約
6
倍
に
な
る
。
校
内
で
一
斉

に
児
童
生
徒
が
、
端
末
を
使
用
し
て
も
、
処
理
速

度
を
含
め
、
問
題
な
い
と
考
え
る
。

問
端
末
の
使
用
に
あ
た
り
、
故
障
破
損
、
紛

失
、盗
難
、ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
、ま
た
、

健
康
影
響
に
配
慮
し
た
対
応
は
、
保
護
者
と
明
確

な
共
有
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
端
末
は
町
の
備
品
の
貸
与
と
い
う
形
に
な

る
。
故
障
破
損
、
紛
失
盗
難
に
つ
い
て
は
、

動
産
の
保
険
に
加
入
し
対
応
す
る
。
保
護
者
の
方
に

負
担
い
た
だ
く
部
分
も
考
え
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
中
で
あ
り
、
保
護
者
の
方
に
し
っ
か
り
と

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
同
意
を
得
る
よ
う
に
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

問  

今
後
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
年
齢
が

下
が
り
、
町
外
へ
通
勤
、
通
学
し
て
い
る

方
が
対
象
と
な
っ
て
い
く
。
今
後
、
接
種
ま
で
の

方
法
に
変
更
点
は
あ
る
か
。

問
実
質
公
債
費
比
率
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
算

出
で
、
大
型
事
業
の
進
展
・
変
更
は
。

答
ほ
場
整
備
非
農
用
地
活
用
と
会
染
保
育
園

整
備
事
業
の
実
施
年
度
は
未
定
で
あ
る
。

ほ
場
整
備
の
事
業
終
了
は
5
年
度
、
非
農
用
地
活

用
に
向
け
た
造
成
工
事
は
早
く
て
6
年
度
以
降
と

な
る
。
会
染
保
育
園
は
研
究
部
会
の
答
申
を
持
ち

越
し
て
お
り
、
整
備
内
容
や
時
期
は
現
時
点
で
未

定
で
あ
る
。

問
甕
町
長
任
期
3
年
間
で
着
手
す
る
施
設
改

修
と
そ
の
試
算
数
字
は
。

答 

役
場
庁
舎
外
壁
や
三
丁
目
教
職
員
住
宅
の

屋
根
・
外
壁
修
繕
、
町
立
美
術
館
空
調
設

備
等
は
、
財
政
状
況
に
よ
り
見
送
っ
て
い
る
が
、

近
い
将
来
、
修
繕
等
が
必
要
と
と
ら
え
て
い
る
。

  会染
小
学
校
の
大
規
模
改
修
を
、
令
和
6
年
度

か
ら
5
年
間
で
2
億
5
千
万
円
か
け
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
の
公
共
施
設
は
、
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
な
ど
を
参
考
に
、
劣
化

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い「
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想（
※
1
）
」を

問
教
育
長
の
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」

の
捉
え
方
は
。
池
田
町
の
独
自
性
は
。
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中
山
　
眞 

議
員

大
型
事
業
計
画
と

公
共
施
設
個
別
計
画

に
つ
い
て

大
厩
美
秋 

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
経
過
状
況
と

今
後
に
つ
い
て

大
出
美
晴 

議
員

町
有
財
産
の
活
か
し

方
に
つ
い
て



一
般
質
問

指
定
管
理
制
度
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て　

問
池
田
町
と
し
て
の
指
定
管
理
制
度
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

答
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

経
費
負
担
を
す
る
か
は
、
施
設
の
特
性
や

過
去
の
収
益
状
況
か
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
池
田
町
と
し
て
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

考
え
方
・
活
か
し
方
に
つ
い
て
。

答
現
在
、
4
名
の
隊
員
が
活
動
中
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
前
職
の
経
験
を
活
か

し
、
ま
た
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
し
て
任
務
に
あ

た
っ
て
い
る
。

答
予
約
に
関
し
て
は
、
現
在
の
方
法
に
加
え

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
も
で
き
る
枠
を
設
け
る
。接
種
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
世
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
夜
間
、
日
曜

日
に
つ
い
て
も
接
種
を
計
画
し
て
い
る
。

問
キ
ャ
ン
セ
ル
時
に
、
短
時
間
で
対
応
で
き
る

接
種
者
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、
優

先
順
位
を
決
め
て
公
表
し
周
知
し
た
ら
ど
う
か
。

答
当
日
の
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
、
時
間
的

余
裕
が
な
い
場
合
の
対
応
と
し
て
、
高
齢

者
、
障
が
い
児
者
、
乳
幼
児
等
と
接
触
の
あ
る
社

協
職
員
、
健
康
福
祉
課
職
員
、
役
場
職
員
の
順
で

対
応
し
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
計
画
に
記
載
し
、
公
表
し
た
い
。

町
職
員
に
よ
る
提
案
活
動
に
つ
い
て

問 
若
手
職
員
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
全
職
員
に
よ
る

提
案
活
動
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
と
い
う
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
内
の
提
案
ボ
ッ
ク
ス
機
能
を
活
用
し
、
全

職
員
が
気
軽
に
提
案
で
き
る
環
境
を
作
り
た
い
。
企

画
政
策
課
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

答
段
階
的
計
画
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
前
倒
し
さ
れ
、
こ
の
1
年
で
小
中
学

生
に
一
人
一
台
の
端
末
が
用
意
さ
れ
、
W
i
︲

F
i（
※
2
）
環
境
も
整
い
つ
つ
あ
る
。
主
体
的
な
学

び
の
充
実
、
多
様
な
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
I
C
T
の
活
用
は
不
可

欠
と
な
る
。
1
日
も
早
く
子
ど
も
た
ち
が
機
器
を

フ
ル
活
用
し
た
学
び
が
で
き
る
よ
う
、
推
進
し
て

い
き
た
い
。

※
1
　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

　
義
務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
一

人
一
台
の
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
端
末
と
高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
計
画
。
児
童
生
徒

の
た
め
に
個
別
最
適
化
し
創
造
性
を
育
む
教
育

を
実
現
さ
せ
る
施
策
で
あ
る
。

※
2
　 

W
i
‐
F
i
環
境
と
は

　
パ
ソ
コ
ン
が
ケ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
、
電
波
に

よ
っ
て
接
続
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
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大規模改修が予定されている会染小学校

安全第一のなか順調に進む
ワクチン接種

町が有効利用を進めている旧上原商店跡地



一
般
質
問

問  

国
は
流
域
治
水
の
一
環
と
し
て
、
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
事
業
資
源
向
上
支
払
い

（
共
同
）
の
水
田
面
積
の
50
%
以
上
の
水
田
で
田

ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
め
ば
、
10
a
当
た
り
3
0
0

円
を
加
算
す
る
と
し
て
い
る
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取

り
組
み
は
内
川
な
ど
の
内
水
氾
濫
や
湛
水
被
害
の

軽
減
に
役
立
つ
。
農
家
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
田

ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答
多
面
的
機
能
交
付
金
事
業
地
区
の
代
表
会

議
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
事
業
の
内
容
を
説
明
し
、

地
区
で
の
取
り
組
み
を
検
討
い
た
だ
く
。

池
田
工
業
高
校
を
含
む
高
校
再
編
に
つ
い
て

問  

長
野
県
教
育
委
員
会
か
ら
池
田
工
業
高
校

（
以
降
、
池
工
）・
穂
高
商
業
高
校
・
南
安

曇
農
業
高
校
を
「
総
合
技
術
高
校
」
と
し
て
統
合

す
る
案
が
示
さ
れ
、
論
議
が
始
ま
っ
た
。
池
工
は

池
田
町
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
校
で
あ
る
。
統

合
さ
れ
れ
ば
、
町
か
ら
池
工
が
な
く
な
る
恐
れ
も

あ
る
。
池
工
存
続
に
む
け
た
町
長
の
考
え
は
。

答  

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聴
く
場
を
複
数

回
開
催
し
、
地
域
の
意
見
を
集
約
す
る
。
安

曇
野
市
2
校
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
す
る
。

問
役
場
敷
地
内
の
旧
教
育
会
館
は
専
門
学
校

の
方
針
変
更
に
よ
り
、
現
在
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。
総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
子
育

て
支
援
、
少
子
化
対
策
」
が
第
1
位
の
ニ
ー
ズ
で

あ
る
。
池
田
町
に
は
毎
日
通
え
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
（
※
1
）
は
な
い
。
環
境
が
整
っ
た
旧
教
育
会
館
を

自
宅
で
は
な
い
「
第
3
の
居
場
所
」
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
空
間
と
し
て
活
用
を
強
く
希
望
す
る
が
。

答
隣
接
す
る
新
し
い
公
園
「
て
る
て
る
広
場
」

の
活
用
と
併
せ
て
様
々
な
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
特
に
学
校
以
外
で
学
ん
だ
り
過
ご
し
た

り
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

極
め
て
必
要
性
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
と
多
少
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
す
ぐ
に
活
用
す
る
の
は
難
し
い
。
保
護
者
や

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
ね
、
教
育
委
員
会

と
し
て
町
部
局
に
協
議
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

「
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
を
具
現
化
す
る
施
設
に

問
旧
教
育
会
館
は
世
代
や
時
間
、
そ
し
て
空

間
を
分
け
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

放
課
後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
※
2
）
も
不
足
し

て
い
る
。
複
合
型
で
予
算
を
な
る
べ
く
か
け
ず
に
、

「
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
を
具
体
的
に
実
現
で
き
る

空
間
に
で
き
な
い
か
。

問
財
政
危
機
の
改
善
の
道
筋
と
は
。

答
事
業
の
見
直
し
と
経
常
経
費
の
縮
減
が
主

眼
と
な
る
。「
会
染
西
部
ほ
場
整
備
の
非
農

用
地
」
と
「
会
染
保
育
園
の
改
修
」
で
、
精
査
検

討
す
る
な
か
、
極
力
費
用
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

人
件
費
の
削
減
は
退
職
者
の
不
補
充
に
よ
り
令
和

5
年
度
、
正
規
職
員
数
97
人
の
目
標
達
成
を
目
指

す
。
そ
の
ほ
か
全
般
的
な
費
用
の
見
直
し
を
重
ね
、

財
政
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

は
、「
温
か
い
心
、
豊
か
な
文
化
、
活
力
あ
る
産
業

が
育
ち
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
」
を
目
指

し
総
合
計
画
の
推
進
に
当
た
る
。

問
管
理
職
手
当
削
減
は
自
主
返
納
で
な
く
、
給

与
条
例
を
改
正
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
責
任
の
取
り
方
で
給
与
の
面
に
つ
い
て
の
基

準
は
な
い
。
責
任
は
自
ら
省
み
る
も
の
で
、

自
主
返
納
を
と
っ
た
。
私
か
ら
は
コ
メ
ン
ト
す
る
つ

も
り
は
な
い
。

問
第
6
次
総
合
計
画
の
施
策
の
見
直
し
は
。

答
総
合
計
画
は
令
和
10
年
度
ま
で
の
計
画
で
、

後
期
計
画
は
5
年
度
に
策
定
す
る
。
そ
の
際

に
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
総
合
計
画
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横
澤
は
ま 

議
員

豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
幸
せ
な
町
づ

く
り
を

矢
口
　
稔 

議
員

旧
教
育
会
館
を
子
ど

も
た
ち
の
空
間
に

薄
井
孝
彦 

議
員

水
田
の
貯
水
機
能

（
田
ん
ぼ
ダ
ム
）を
活

か
し
た
水
害
対
策
を



一
般
質
問

水
害
時
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

問
水
害
時
の
各
家
庭
避
難
先
を
自
主
防
災
会

や
町
が
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
を
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
避
難
所
ご
と
の
必
要

な
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
・
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
管
理
に
つ
い
て

問
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
・
ガ
ラ
ス
温
室
（
以
降
、

東
側
エ
リ
ア
）
な
ど
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
、
町
民
の
意
見
を
聞
く
会
の
開
催
を
。
ま
た
、

東
側
エ
リ
ア
も
指
定
管
理
者
制
度
の
早
期
導
入
を
。

答
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
示

し
、
意
見
も
聴
取
す
る
。
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
は
町
直
営
の
管
理
と
比
較
し
判
断
す
る
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
誘
致
を
実
現
し
た
い
が
、

実
現
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
立
地
環
境
に
つ

い
て
申
し
分
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
で
き
る
限
り

経
費
を
か
け
ず
に
、
小
さ
く
て
も
ま
ず
は
ス
タ
ー

ト
し
、
官
民
連
携
の
新
た
な
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

構
想
で
き
な
い
か
模
索
し
た
い
。

来
年
度
予
算
の
早
期
編
成
と
懇
談
会
開
催
を

問
他
自
治
体
で
は
予
算
編
成
方
針
を
公
表
し

て
い
る
。
方
針
を
踏
ま
え
て
来
年
度
予
算
に

つ
い
て
町
民
懇
談
会
の
開
催
を
望
む
が
。

答
予
算
編
成
方
針
は
10
月
を
め
ど
に
提
示
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す

る
。
町
民
懇
談
会
に
つ
い
て
、
例
年
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
は
予
算
編
成
方
針
を
ベ
ー
ス
に
秋
に
複
数
回

行
う
予
定
で
あ
る
。

※
1
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は

　
何
ら
か
の
理
由
で
学
校
に
行
け
な
い
お
子
さ
ん

が
小
中
学
校
・
高
校
の
代
わ
り
に
過
ご
す
場
所

※
2
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
6
歳
〜
18
歳
ま

で
の
障
が
い
の
あ

る
お
子
さ
ん
や
発

達
に
特
性
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
、
放

課
後
や
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
に

利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問
「
車
の
両
輪
」
十
分
な
議
論
で
「
住
民
主
役

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
地

域
に
赴
き
、
町
民
と
の
風
通
し
の
良
い
議
論
の
場

を
設
定
す
る
こ
と
に
、
町
長
の
考
え
は
。

答
議
員
を
町
民
の
代
表
と
捉
え
て
お
り
、
議
会

と
い
う
場
で
、
十
分
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
。

町
民
に
は
、
説
明
会
、
広
報
等
を
通
し
意
見
を
伺

う
場
を
設
け
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
つ
い
て

問
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
は
広
い
見
地
か
ら
、
町

民
に
密
着
し
た
有
効
的
な
活
用
を
。

答
町
民
の
生
活
と
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
経
済
対
策
、
生
活

支
援
、
環
境
整
備
等
を
実
施
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
施
策
を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
環
境
施
策
を

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

社
会
に
向
け
た

町
の
取
組
み
は
。

答
リ
サ
イ
ク
ル
委

員
会
を
立
ち
上

げ
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に

取
り
組
む
。
加
え
て
、

太
陽
光
発
電
の
取
り
組
み
、
屋
根
貸
し
事

業
の
推
進
、
森
林
整
備
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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ゼロカーボンの
取組みとして森林
の整備を（広津）

子どもたちの空間
に活用が期待さ
れる旧教育会館

（
断
面
図
）

田んぼダムのイメージ
大雨予想時に水田排水部に堰板（せき
いた）をはめ、水田の貯水機能を活かし
て水路・河川の水位の急上昇を抑え、下
流域の湛水被害を低減する。



一
般
質
問

問
農
水
省
が
5
月
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
で
、
2
0
5
0
年
ま
で
に

農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
の
大
幅
な
削
減
や
耕
地

面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
割
合
を
現
状
の
0
．

5
%
か
ら
25
%
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
と

し
た
。
今
後
、
当
町
で
も
、
有
機
農
業
の
推
進
が

必
須
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
12
月
に
も
、
町

の
有
機
農
業
推
進
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
の
登
録
を

行
っ
た
。
ま
た
昨
年
秋
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
試
験
ほ
場
で
は
、
近

い
う
ち
に
夏
野
菜
の
定
植
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
役
場
の
中
で
、
組
織
を
作
る
の
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
の
方
針
は
。

答
現
状
で
は
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
が

少
な
い
た
め
、
組
織
化
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
の
敷
地
内
で
の
除
草
剤
使
用
に
つ
い
て

問
2
年
前
に
、
学
校
の
敷
地
に
お
け
る
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
散
布
の
問
題
を
取

り
上
げ
た
。
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
発
ガ
ン
性
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
海
外
で
は
使
用
禁
止
に
踏
み

切
っ
た
国
が
増
加
し
て
い
る
。
現
在
の
状
況
を
学

問
こ
の
標
識
に
描
か
れ
て
い
る
町
章
の
「
い
」

マ
ー
ク
の
右
側
が
条
例
と
異
な
り
下
が
っ

て
い
る
。
標
識
を
管
理
す
る
機
関
は
ど
こ
か
。
ま

た
、
こ
の
標
識
は
い
つ
頃
設
置
さ
れ
た
も
の
か
。

答
こ
の
標
識
は
長
野
県
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
大
町
建
設
事
務
所
の
管
理
で
あ

る
。
大
町
明
科
線
の
大
町
市
境
と
安
曇
野
市
境
の

2
か
所
に
あ
り
昭
和
61
年
度
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
経
年
劣
化
で
標
識
自
体
も
亀
裂
が
入
っ

た
り
錆
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
正
し
い
町
章
が

描
か
れ
た
標
識
に
一
新
す
る
よ
う
県
に
要
望
す
る
。

町
道
交
差
点
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
は

問
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
交
差
点
付
近
の
農

地
や
畔
の
手
入
れ
が
で
き
ず
、
木
や
草
が

伸
び
て
交
通
安
全
上
支
障
を
き
た
し
て
い
る
場
所

が
あ
る
が
把
握
し
て
い
る
か
。

答
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
民
の
方
か
ら
の
情

報
提
供
で
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
樹

木
等
の
所
有
者
に
は
職
員
が
出
向
き
、
安
全
の
支

障
に
な
っ
て
い
る
内
容
を
説
明
し
、
協
力
を
依
頼

し
て
い
る
。

問
自
治
会
長
会
議
時
に
文
書
で
情
報
提
供
を

依
頼
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
草
木
が
繁
茂

す
る
6
月
か
ら
7
月
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

問
会
染
保
育
園
を
会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
移

す
中
間
答
申
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
受
け
て
、
町
長
、
教
育
長
の
考
え
を
聞
く
。

答
（
教
育
長
）
中
間
答
申
に
は
住
民
の
反
対
の

意
見
が
多
く
、
会
染
地
区
の
安
全
な
場
所

に
保
育
園
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。
会
染
地
区
に

良
い
環
境
を
実
現
す
べ
く
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
度
中
に
最
終
答
申
を
出
す
。

答
（
町
長
）
教
育
大
綱
普
及
推
進
研
究
部
会
の

答
申
を
待
ち
、
納
得
の
い
く
方
向
を
出
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
交
付
金
は
生
活
支
援
に
活
用
を

問
コ
ロ
ナ
対
応
交
付
金
1
億
1
0
7
万
円

の
う
ち
ト
イ
レ
改
修
や
美
術
館
の
レ
ジ
改

修
な
ど
に
1
千
9
2
5
万
円
を
支
出
す
る
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
で
生
活
困
窮
者
が
増
え
る
な
か
、
不

適
切
で
あ
る
。
交
付
金
を
給
食
費
の
補
助
や
学
生

応
援
な
ど
生
活
支
援
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
松
川
村
と
運
営
し
て

い
る
が
、
検
討
す
る
。
学
生
応
援
は
今
後

の
検
討
材
料
と
す
る
。

全
て
の
国
保
短
期
被
保
険
者
に
保
険
証
交
付
を

問
国
保
短
期
保
険
証
は
37
件
で
、
う
ち
10
件

は
未
交
付
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
考
え
、

松
野
亮
子 

議
員

町
の
有
機
農
業
推
進

策
の
進
め
方
に
つ
い

て

倉
科
栄
司 

議
員

市
町
村
界
に
設
置
さ

れ
て
い
る
標
識
の
町

章
の
変
更
に
つ
い
て

服
部
久
子 

議
員

会
染
保
育
園
は
ど
う

な
る
の
か
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一
般
質
問

校
等
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
池
田
小
学
校
は
教
育

委
員
会
が
配
布
し
て
い
る
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ
ニ
ト

リ
ル
系
の
除
草
剤
を
、
会
染
小
学
校
で
は
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
系
の
除
草
剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
除
草
剤
の
成
分
が
分
解
さ
れ
て
い
る

の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
土
壌
分
析
を
さ
せ
て
も

ら
え
な
い
か
。

答
分
析
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
た
め

回
答
で
き
な
い
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
生
徒

だ
け
で
な
く
、
社
会
体
育
で
も
使
用
す
る

町
民
の
方
も
含
め
、
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
学
校
と
町
民
が
懇
談
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

し
て
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
欲
し
い
が
。

答
6
月
か
ら
7
月
は
梅
雨
前
線
に
伴
う
災
害
・

出
水
対
応
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
多
く
な
る
の

で
併
せ
て
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
文
書
で
依
頼

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
を
起
因
と
す
る
児
童
虐
待
は
あ
る
か

問
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
況
と
な
り
雇
用
の
打

ち
切
り
な
ど
に
よ
る
児
童
虐
待
の
ケ
ー
ス

は
あ
る
か
。

答
現
在
町
で
把
握
し
て
い
る
児
童
虐
待
数
は

19
ケ
ー
ス
あ
り
、
こ
の
1
年
で
2
ケ
ー
ス

増
加
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
ケ
ー

ス
は
把
握
し
て
い
な
い
。
虐
待
行
為
自
体
を
解
消

す
る
よ
う
、
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関

係
機
関
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
す
べ
て
の
短
期
被
保
険
者

に
保
険
証
の
交
付
を
。
厚
労
省
は
、
留
め
置
き
せ

ず
、
郵
送
す
る
よ
う
通
知
を
出
し
、
名
古
屋
市
、

高
知
市
は
す
べ
て
交
付
し
て
い
る
。
未
交
付
の
方

に
連
絡
を
取
り
、
保
険
証
の
郵
送
を
。

答
未
交
付
の
10
名
の
方
に
連
絡
し
、
対
応
で

き
る
と
思
う
。

日
本
ア
ル
プ
ス
国
際
学
院
に
対
す
る
町
の
姿
勢
は

問
学
院
の
状
況
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
。
町

は
、
設
立
時
に
寮
の
買
い
取
り
や
改
修
費

を
立
て
替
え
て
い
る
。
保
証
人
は
だ
れ
か
。
ま
た

今
後
の
町
の
姿
勢
は
。

答
保
証
人
は
、
校
舎
は
（
株
）
M
R
S
で
、

寮
は
定
め
て
い
な
い
。
大
北
唯
一
の
高
等

教
育
な
の
で
趣
旨
に
賛
同
し
、
信
頼
し
て
い
る
。

問
学
院
か
ら「
学

院
を
誘
致
し

た
の
は
池
田
町
で
あ

る
」
と
主
張
し
て
い

る
。
町
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

答
町
は
設
置
に

つ
い
て
承
認

し
た
。
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条例と異なる町章が描かれた
道路標識（中之郷地籍）

町民有志グループによる有機農法の畑

会染保育園はどうなるの



議
会
新
体
制新しい議会議員体制

スタート

議
長
あ
い
さ
つ

矢
口
　
新
平

議
長
に
就
任
し
ま
し
た

矢
口
新
平
で
す
。
2
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
日
常
生
活
が
大
き
く

変
化
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
池
田
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
よ
り
財
政
の

建
て
直
し
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り

2
年
、
3
年
が
本
当
の
意
味
で
大
切
な
期
間
と
な
る

と
考
え
ま
す
。

今
こ
そ
議
員
の
原
点
に
立
ち
、
町
民
と
町
側
の
間
に

立
っ
て
、
正
し
い
方
向
に
向
か
え
る
よ
う
に
議
員
一
人

ひ
と
り
が
町
民
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
反
映
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
私
達
議
員
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
近
い

距
離
に
て
話
し
合
い
を
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
町
政
に

反
映
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

横
澤
　
は
ま

新
議
長
の
意
と
す
る
「
財

政
健
全
化
に
向
け
た
行
政

チ
ェ
ッ
ク
、
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

こ
と
に
全
力
を
傾
け
、
支
え
て
い
き
ま
す
。
町
民
の

幸
せ
を
願
い
、
和
を
も
っ
て
町
民
と
共
に
歩
み
、
町

発
展
の
た
め
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

総
務
福
祉
委
員
会

委
員
長

中
山
　
眞

副
委
員
長

松
野
亮
子

委
　
　
員

薄
井
孝
彦

和
澤
忠
志

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

振
興
文
教
委
員
会

委
員
長

大
厩
美
秋

副
委
員
長

矢
口
　
稔

委
　
　
員

横
澤
は
ま

大
出
美
晴

服
部
久
子

那
須
博
天

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

矢
口
　
稔

副
委
員
長

薄
井
孝
彦

委
　
　
員

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

大
出
美
晴

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

倉
科
栄
司

予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

矢
口
　
稔

副
委
員
長

薄
井
孝
彦

（
全
議
員
で
構
成
）

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長

薄
井
孝
彦

副
委
員
長

大
厩
美
秋

委
　
　
員

横
澤
は
ま

和
澤
忠
志

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

食
育
推
進
特
別
委
員
会

委

員

長

横
澤
は
ま

副
委
員
長

和
澤
忠
志

委
　
　
員

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

薄
井
孝
彦

行
財
政
改
革
研
究
特
別
委
員
会

委

員

長

薄
井
孝
彦

副
委
員
長

矢
口
　
稔

委
　
　
員

横
澤
は
ま

服
部
久
子

和
澤
忠
志

矢
口
新
平

町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

議
会
代
表

和
澤
忠
志

議
会
推
薦

宮
嶋
将
晴

5月11日、臨時議会を開催し、議員任期後半2カ年（2023年 4月29日まで）の議長、
副議長、議会運営委員会、常任委員会、特別委員会などの議会構成を決めました。
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～ 「町財政」について議員勉強会を開催 ～
議
会
活
動

《村端浩さんの講演内容》
1 池田町が財政危機となった原因として、次の 2 つが

上げられる。
⑴経常的経費（常に必要となる経費、人件費＝正規職員・会計

年度任用職員（臨時職員）の給与費、公債費＝借金の返済費
など）を大幅に増やしてしまったこと（表１）。

⑵大型事業を短期間に集中させたことにより投資的経費を大幅
に増やしてしまったこと（表２）。

2 1の影響
⑴投資的経費増の穴埋めに財政調整基金を使ってしまったた

め、財調基金が少なくなった。このため、町は令和 2 年度
に 3 億円削減プロジェクトを行い、経費削減を図った。し
かし、令和 7 年でも経常的経費はほとんど変わっておらず、
厳しい財政状況は続くとみられる。

⑵公債費の増加、実質公債費比率※の増加
※標準財政規模（町税収入＋地方交付税）に対する公債費の割

合（3 ヶ年平均）、町は令和 7 年には 16.4% になると見込
んでいる（表３）。18% 以上となると起債（借金）するの
に県の許可が必要。

⑶経常経費に比べ、投資的な経費が極端に少ない歪
いびつ

な財政構造
になってしまった（表４）。このため、投資的経費で町公共
施設の改修や更新など（年平均 4.9 億円～ 17.6 億円）に
対応できない予算構造になっている。

3 今後の取り組み課題
　今後、数年間は非常時の財政運営が必要である。次の 5 つ
の課題の検討が必要である。
◦経常的経費の削減（職員数・役場組織・事務事業などの見直し）
◦町の歳入規模にあった財政運営に。経常的経費と投資的経費

のバランス回復、投資的事業の計画化
◦急激な人口減に対応する財政基盤の準備
◦基金運営の原則確立と計画的積立
◦町民参加による町民主人公の町づくりが財政危機を克服する

《講師と議員の主な意見交換》
・池田町は他町村と比べ、公共施設が多い。今後どのようにしていくのかも課題である。
・町村の職員は一人でいくつもの仕事をこなしていかないと、業務はまわっていかないと思う。
・議員一人ひとりが財政に強くならないと、行政のチェックは果たせない。
・議会として町の財政状況を町民に知らせる努力を行って欲しい。

　6月11日、議員全員で、町行財政改革推進委員の宮嶋将晴さん（議会推薦の委員、委員会
総務部員）・村端　浩さん（公募による委員、委員会総務部会長）を講師に、「町財政」につい
ての勉強会を開催しました。大変勉強になりました。概要をお知らせします。
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表1　経常的経費の増　単位：億円

H28
A

R2
B

差
B-A

人件費※ 6.3 10.3 4.0

公債費 4.9 6.1 1.2

経常的費計 38.4 43.5 5.1

※R2制度改正により、臨時職員が会計年度任用職
員となり、人件費への区分移動により、約2.5億円
の増となった。

表 2　投資的経費の変遷
年平均

単位：億円

H18〜 H27の投資的経費 7.1

H28〜 R2の投資的経費 12.7

表3　公債費・実質公債費比率の推移と予測

H28 R2 R7

公債費（億円） 4.9 6.1 6.5

実質公債費比率 6.6
%

12.9
%

16.4
%

表 4　経常的経費と投資的経費・その割合

H28 比率 R7 比率

経常的経費 38.4 80% 42.2 95%

投資的経費 9.6 20% 2.2 5%

計 48.0 − 44.4 −

単位：億円

勉強会の様子



4
年
ぶ
り
に
編
集
委
員
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

読
ん
で
分
か
り
や
す
く
、
町
政

を
考
え
る
一
助
と
な
る
「
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
読
ん
で
い
た
だ
き
、

ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど
を
気
軽

に
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
財
政
再
建
に
向
け
、
町

の
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」

と
議
会
内
の
「
議
会
行
財
政
改

革
研
究
特
別
委
員
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
田
中
惟
人
さ
ん
の

思
い
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

を
真
剣
に
受
け
止
め
、
町
政
改

革
路
線
を
作
り
だ
さ
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の

財
政
再
建
の
取
り
組
み
も
「
議

会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て

参
り
ま
す
。

2
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
薄
井
孝
彦

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

倉
科
　
栄
司

矢
口
　
新
平

◉発行／池田町議会　◉企画・編集／議会報編集特別委員会　◦長野県北安曇郡池田町大字池田 3203-6（池田町役場内）
◦TEL.0261-62-3131　◦ FAX.0261-62-9529　◦ E-mail　gikai@town.ikeda.nagano.jp　◦ http://www.ikedamachi.net/

編
集
後
記

次回議会だより発行は令和3年10月27日（水）を予定しています。ぜひ、御覧ください。

私
の
人
生
・
言
い
た
い
こ
と

戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
勉
学

に
励
む

来
し
方
に
、
想
い
を
は
せ

る
時
、
8
歳
（
昭
和
20
年
8

月
15
日
）
を
出
発
点
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
、
人
生
の
歩
み

が
、
76
年
目
の
敗
戦
と
向
き

合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

戦
後
の
大
混
乱
の
中
で
、

衣
食
住
、
何
一
つ
な
い
貧
困

の
な
か
で
、
小
・
中
・
高
、

私
学
と
勉
強
は
し
ま
し
た
。

勉
強
は
、
私
の
生
き
る
糧
で

も
あ
り
ま
し
た
。
胃
袋
を
充

た
す
た
め
に
農
業
を
し
、
60

年
安
保
は
青
年
団
長
で
し
た
。

農
業
者
と
し
て
活
躍

天
気
は
西
か
ら
変
わ
る

と
言
わ
れ
た
日
本
農
業
に
つ

い
て
ゆ
く
た
め
の
経
理
の
勉

強
は
、今
も
私
の
支
え
で
す
。

そ
の
後
の
農
協
合
併
で

は
、
大
北
農
協
と
の
付
き
合

い
、
様
々
な
事
件
、
高
度
経

済
成
長
の
足
跡
、
減
反
政
策

の
始
ま
り
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
栽
培
へ
の
転
換
、
養
豚
経

営
等
で
は
困
難
が
続
き
、
県

農
協
青
年
部
活
動
で
は
、
牛

肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由

化
反
対
闘
争
に
、
振
り
回
さ

れ
ま
し
た
。

「
農
業
者
が
生
き
ら
れ
る

農
政
を
」
と
、
県
経
済
連

花か

き卉
専
門
委
員
を
長
い
こ
と

勤
め
ま
し
た
。

議
員
活
動
を
振
り
返
る

そ
の
後
町
議
会
に
3
期

12
年
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
会
染
西
部
地
区
に

推
進
中
の
ほ
場
整
備
こ
そ
、

こ
の
議
会
出
馬
の
本
命
で
し

た
が
、
地
元
地
権
者
の
反
対

に
あ
い
、
以
来
20
年
前
進
の

途
は
閉
ざ
さ
れ
、
今
日
に
至

り
、
無
念
の
思
い
は
身
に
し

み
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
国
家
財
政
も
低

 ― 第 19 回 ― 

田中　惟
こ れ と

人さん（内鎌）

昭和11年10月26日　84歳
元町議会議長（平成17年5月

～平成19年4月）

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

迷
し
、
町
も
35
億
余
の
公
共

下
水
道
事
業
導
入
な
ど
、
特

別
会
計
は
1
0
0
億
を
超

え
、
監
査
の
身
に
は
、
財
政

に
心
も
痛
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
の
大
合
併
が
進
め

ら
れ
、
複
雑
な
人
間
感
情
の

入
り
組
む
な
か
、
過
去
の
広

津
、
陸
郷
の
人
た
ち
の
歩
ん

だ
道
は
、
決
し
て
踏
む
ま
い

と
乗
り
越
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
南
部
地
区
か

ら
の
反
発
も
厳
し
く
、
新
た

な
前
進
に
も
、
足
の
す
く
む

思
い
で
し
た
。
こ
の
こ
と

が
、
次
期
議
会
へ
の
足
か
せ

と
な
っ
た
の
か
な
と
考
え
ら

れ
、
議
会
の
停
滞
感
や
活
力

の
乏
し
さ
へ
の
無
言
の
圧
力

と
な
っ
た
と
も
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

議
会
引
退
後
は
、
本
来

の
農
に
立
ち
返
り
、
直
売
所

を
相
手
に
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
直
売
所
友
の
会
会
長

も
10
年
を
務
め
、
卒
業
し
ま

し
た
。

町
・
議
会
・
町
民
の
自

覚
力
で
町
政
改
革
に

力
を
合
わ
せ
て

今
、
コ
ロ
ナ
禍
と

言
う
困
難
と
対
峙
し
な

が
ら
、
財
政
危
機
と
の

闘
い
に
、
9
，
0
0
0

余
町
民
が
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
、
議
会
、
住
民
は

「
自
覚
」
と
言
う
歯
車

を
回
し
、
前
途
に
光
の

見
え
る
対
策
を
探
し
出

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。「

自
覚
」
と
は
、
自

ら
発
す
る
力
で
す
。
重

ね
て
、
申
し
上
げ
ま

す
。
町
、
議
会
、
町
民

の
一
体
化
し
た
改
革
路

線
を
作
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。

84
歳
の
老
人
の
寝

言
と
言
わ
ず
、
力
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。


